オルタナティブ ナ シンミツケン ノ カノウセイ ニ カンスル イチコウサツ : ベトナム ホクブ チイキ トシ ノ シュウキョウ コミュニティ ニ ツドウ ジョセイ タチ ノ ケイケン ト カタリ by 伊藤 まり子 et al.
――
1 本稿は、``Weaving Women's Sphere: Living in between the public and private in Vietnamese societies'', Atsufu-
mi, Kato (ed.), Brill, Leiden（近刊）に所収予定の、Mariko Ito `Living in Intimacy: A Case Study of Women's


















































組織は、本山となる「聖会 h âo‚i th áanh」が、「ホ・ダオ ho‚ šda‚o」と呼ばれる下位単位を管理する形
式をとる。ホ・ダオとは各地域の教区を管轄する末端の信者組織で、主に出家者が代表者となり、在




tu‰ h àanh」としての宗教行為に取り組むことが求められる。毎日 4 回の礼拝、菜食の取り組み、毎月
2 回の月儀礼、各神格に関連する儀礼を含む様々な年中儀礼と信者個別の人生儀礼―婚姻儀礼、葬送
儀礼、鎮魂儀礼、入信儀礼等々―への参加に加え、信者間の相互扶助活動なども、重要な「修行」
のひとつと捉えられる［cf. Gobron 1949、Fall 1955、Hickey 1964、Smith 1970、Oliver 1972、































































































で 5 人の子供を育てていかなければならなかった D に、夫のことを考える余裕はしばらくなかっ
た。D は生計を建てなおすために、政府の集団移住計画で山間部に移住した夫の親族を頼り、一
















































































































































































































































































































れば、直ちに説明を求められ、厳しい批判を受けるだろうことは明らかであり、D と Tr も、それ
に共感した。したがって L は、D と Tr の 2 名に相談し、当面はそれ以外の信者に言わないまま、
ハノイ聖室ホ・ダオの活動を休むことにしたのだった。L はその後 1 年程度、ハノイ聖室を訪れる
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ージ目の下のほうの Field Site2 というところなのですが、近代的な家族像の追及の一方で、結局、
伝統的な女性性というか、女性性の再生産というところに関して、なぜこの時期にそういう女性性を
強調するようなものがでてきたのか。それは経済発展というところも関係あるのでしょうか。もう一
つの質問は、そうしたベトナム社会における伝統的な女性性を、もう一度追及するようなものが、信
仰に集っているようなシングルの女性たちにやはり何らかのプレッシャーであったり、影響として感
じられているのかどうかということとか、その性質となにか影響を与えているのかなというのがもう
一つですね。
〈伊藤〉 そうですね。まず、一点目のご質問についてなのですけれども、ベトナムの人口というの
は、基本的に増加傾向をたどってきました。ただし、80年代、すなわちベトナムにとっての戦後で
すが、多くの男性が戦死したことで、人口の男女比に偏重がでました。その後、出兵していた男性が
帰還し、再び人口は増加傾向となったわけですが、この時期は、ベトナム政府が社会主義の政策転向
にとりくみ、経済発展と国際社会に開かれた国民国家を目指した時期です。そのなかで、政府は、
93年～2000年にかけて「ふたりっこ政策」をとっております。すなわち「近代的な家族」づくりを
謳い、少なく生んでそこに教育投資をしてより質のいい子供を育て、高学歴でより良い家庭を築いて
いきましょうと指導しながら、人口抑制したわけです。そこでは、子供の養育に携わるのはやはり母
親であり、家事に勤しむ、子育てに勤しむ女性性が戦後になって再生産されていったといわれていま
す。それとシングルの女性とですね、この点は非常に重要ですね。すみません、これは今後の課題に
させてください。
〈松前〉 伊藤さんが話をされるなかで、そういうことを彼女たち自身が言ったり、そういうことを聞
かされるというようなことはありますか。
〈伊藤〉 たとえば私のような存在に対して、彼女たちは、「歳も歳なのにどうして結婚してないのだ」
とか、「早く子供を産んだほうがいい」という語りを当然のようにします。その背景には理想的な女
性像、つまり子供を産んで家族をつくってという、そういった女性のライフコースに対する認識があ
るからというのが一つ言えると思います。ただ、そのなかで興味深いことは、「結婚しなくてもいい
から子供は産んでおけよ」というような発言が珍しくないのですよね。「なんで。旦那はいたほうが
いいでしょう」という話をすると「いや、旦那はいなくてもいい。ただ、子供は作っておいたほうが
一人でいるより絶対にいいし、老後があるから」というような語りをします。それが、シングルの女
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性に限ったことではなく、少なくともハノイ聖室でのシングルの女性たち以外にもそういった語りを
聞いたことがあります。
それと、この発表のなかでは男児の出産というのを求められるという点を強調していたのですけれ
ども、それは確かにそうで最近の男児と女児の人口比を比べましても、男児の方が多いというような
統計の結果が出ているのですね。それにもかかわらず、表面的には「女の子でもいい」といった語り
が珍しくない。それはなぜかというと、女児は大学に行って、結婚した後も稼ぎながら生家にペイバ
ックしてくれるという認識があるらしいです。社会学系の研究で、ベトナムでは最近特に女子の進学
率の伸び率が高いらしいのですが、その背景には女子に教育投資することで、嫁いだ後のペイバック
を見込んでというような報告があります。
〈松前〉 嫁ぎ先と義母との関係で道徳を備えた感じもありますけれど、生家に対して親孝行をすると
いうことに対しての批判というのはありますか。
〈伊藤〉 はい。ないわけではありません。女性は、婚姻後、婚家に対する孝行が当然視されますし、
婚家の父系親族集団に組み込まれます。死後は、婚家の父系親族集団の祖先として祀られることにな
ります。したがって、嫁が生家ばかりをあからさまに孝行するのは、義父母との確執の原因になりま
す。しかしベトナムの親族関係の特徴は、父系原理が理念上強調されながらも、実際の社会関係にお
いては、母方の親族との繋がりというのも重視されているという点にあります。女性は婚姻後も生家
との行き来を煩雑にしますい、たとえば、ハノイ聖室に集う女性では、婚姻後、婚家では信仰してい
ないけれども、実母の信仰であったカオダイ教を信仰しているケースが幾人かみられます。この点か
ら、生家に対する孝行が批判の対象になるばかりではないことも言えるかと思います。
〈富永智津子〉（宮城学院女子大学非常勤講師） かつてのゼミ生が、ベトナム語をマスターして、博
論を書いて、研究者の道を歩んでいる・・・八木先生のご指導もあったと思いますが、よく頑張って
いるなと、報告を伺っていて、感慨深いものがありました。単純な質問ですが、ハノイ聖室に集う女
性たちの間で世代間ギャップのようなものはありますか
〈伊藤〉 そうですね。それはあると思います。例えば、ハノイ聖室の中での若手の女性信者とその高
齢者のかかわり方をみていても、高齢者というのはどちらかというと、いわゆる伝統的な規範という
ものを保持したがるといいますか、その中で、細かい話になりますが、「アオザイはこういう形でな
ければいけない」とか「礼拝の作法は、こうあらねばならない」とか、こういったことを細かく言い
出すわけです。しかし、若手の人は、そういうことは学ばずに、コミュニティに入ってきてしますと
いうか、例えば儀礼の場に高齢者にしてみれば似つかわしくないような髪型で来たりとか、そういう
いわゆる世代間ギャップみたいなものはありますね。
〈富永〉 ありがとう。もうひとつ教えていただきたいのは、他の宗教団体との違いはどうでしょう
か。特に差異化できるような存在なのでしょうか
〈伊藤〉 そうですね。今後の計画というか、ハノイ聖室のような状況というのは実はベトナムの中で
はそれほど珍しくないと私は思っていて、ベトナムの婦人会であるとか仏教信仰を中心とした活動集
団など、そういうところを見ていても多分同じような状況ではないかと思っています。そして、そう
いった他のコミュニティと比べたときの違いというものを見て行ければなあと思っています。
――
〈富永〉 女性の親密性というのは、アフリカの場合もそうなのだけど、外からはなかなかわからな
い。平等にみえていても、そこに結構権力関係が絡んでいたりすることもあるんですよね。
〈伊藤〉 そうなんですよね。ハノイ聖室に集う女性を見ていておもしろいなあと思うのは、表面的に
はタンマットという親密性が強調されながらも、実は序列が隠蔽された状態であるという点だと思う
のです。それはハノイ聖室に限らず、普遍的なものであって、男性だと社会的な地位などで公的な場
に出る機会が多いからこそ、序列が顕著にみてとれつと思うのですが、女性間関係では、あまり顕著
に表れないながらも、そうした序列が見え隠れする場面があって、それがどのような原理で序列化さ
れるかを考えていくことが重要かと思います。
〈富永〉 それから、カオダイというのはベトナム社会にとってどういう存在なのですか一般の人
に、どういう風に思われているの。
〈伊藤〉 北と南で大きく違います。北部地域では、その存在がほとんど知られていないです。それ
で、南部地域の場合は信者数が基本的に多くて、日常的にカオダイ教の象徴の一つである白いアオザ
イを着た信者とすれ違うことも多々あります。北部地域の場合は、そもそも信者数が少なく、絶対的
なマイノリティなんですね。また、彼女たちは外に白いアオザイを着て出歩くということもしませ
ん。家から普段着で聖室に来て、聖室のなかで着替えて儀礼に参加して、また着替えて自宅に帰って
いくというような感じなので、ほとんど知られていないです。この宗教施設自体も、カオダイの寺院
だということもほとんど知られていないんですね。
〈八木〉 怪しい集団だと思われている
〈伊藤〉 私自身は中に入り込んでしまって、あまり気にしていなかったんですけれども実は怪しい集
団だと思われているのではないのかなと。怪しい集団というのは、ちょっと語弊がありますが。例え
ば他者が「ここは何の寺院なの」と質問してくると、信者たちは「仏教寺院だよ」と答えるんですよ。
カオダイ教とは言わないんですよね。理由を聞くと、「いや、別にブッダも祀っているし」みたいな
答え方をするのですが、多分、北部地域ではカオダイ教は共産党に抗した宗教という歴史的な認識と
いう背景があるので、信者たちはあまり公言をしたがらないのではないのかなと、私は思っています。
〈八木〉 ハノイでは、女性たちがカオダイ教のところに集まるのですか。他の人は仏教ですか。
〈伊藤〉 そうです。仏教が主流です。北部地域では仏教信仰が主流で、これは女性の領域として理解
されています。女性たちは50歳前後になると、主に自宅近隣の寺院に集う信者組織に加入し、儀礼
日に集まったり、各自お布施をするなどして活動するようになります。とりわけ組織の成員が重視す
るのは、成員およびその家族の葬送儀礼における彼女たちの役割です。こうした活動についてハノイ
聖室の女性たちが語るのは、仏教寺院に集う人びとは、儀礼が終わると三々五々帰ってしまう、です
とか、ハノイ聖室のような語らいの時間がないといった内容です。その真意は別として、彼女たち
は、そういう形でもって、自分たちと仏教信者たちの差異化を図っています。
〈富永〉 南部では
〈伊藤〉 彼女たちは、数年に一度、南部地域にある本山で開催される儀礼への参加を目的に、2 週間
ほど南部地域の旅に出ます。その行程には、カオダイ教各施設への訪問も含まれます。いわゆる巡礼
です。巡礼の旅に出ると行く先々は基本的にカオダイ教の施設なので、他のカオダイ教信者と触れ合
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う機会も必然的に多くなるのですが、それ以外では、白いアオザイを着ていない限りは、カオダイ教
信者であることはほとんどわかりません。ただ、南だと白いアオザイを着ている人も多いので、確認
をすることはないですが、互いにカオダイ教信者であることは分かるかと思います。ただ、おもしろ
いのは、呼称では、互いに兄弟姉妹として呼び合い、その親密さを表現するのですが、ハノイ聖室に
信者たちは、南に行くと、明らかにお客様扱いされます。南の人たちは、彼らのことをものすごく接
待するんです。北と南では、物理的な距離もありますし、歴史的な背景、すなわち、南部分断という
意味合いも絡んでくると思います。北部の人びとにとってカオダイ教は、「南」の宗教という認識が
あります。その場合の「南」とは、単なる地理的な意味であると同時に、反共産圏だった「南」とい
う意味合いも含んでいます。その他方、南の信者にしてみれば、ハノイ聖室は「北」のハノイ聖室、
すなわち共産圏としての「北」の、という位置づけが少なからずあるように思います。
〈八木〉 南のカオダイ教のほうは、シングル女性とかもいるのですか。
〈伊藤〉 それは多いと聞きます。というのも、枯葉剤の影響を受けて、その障害児を産んだ女性や、
あるいは、戦争寡婦になった女性たちというのはいわゆる駆け込み寺的に集まってきたというのはあ
りますし、社会福祉的な活動というのを各宗派の本山が積極的にやってきて、90年代以降、組織と
しての活動が現政権から公的に認められてからは特にそれが顕著になりました。そうでした。そうや
って、活動の制限をうけたなかでカオダイ教の認知を社会的に維持していこうという理由からだと思
いますが。なので、例えば経済的弱者の居住スペースとして宗教施設を開放したりですとか、無料の
医療活動ですとか、そういった形で弱者に対しての援助というものを積極的にやっています。
〈杉井信〉（宮城学院女子大学国際文化学科准教授） お金の話が出てきたので聞きたいのですけれど
も。4 ページ目の写真にある本山という非常に立派な建物があって、その一方でハノイ聖室コミュニ
ティの中心になっている女性が困窮していて、その経済面のギャップを感じるのですけれど。また、
さまざまな社会的な活動が行われていて、女性がたくさんメンバーとしている。いったいお金はどこ
から来るのですか。
〈伊藤〉 ハノイ聖室の経営は、代表者であるホアさんが生きていたときは、彼女が小学校教師をして
いたことで給付されていた退職金と、あとは信者たちのお布施によって賄われていました。例えば、
大々的な施設の工事ですとか、そのときは本山から支援金、お布施という形で支援金が出たりですと
か、あるいはハノイ聖室は、非常に政治的な場ですので、政府からお手当が出たりとかがあるようで
す。
〈杉井〉 宗教に対してですか。
〈伊藤〉 聖室はひとつの教会レベルですので、本山に比べると潤沢な資金があるというわけではあり
ません。写真でお見せした施設に関しては、このタイニン派というのは、カオダイ教各宗派のなかで
も一番大きな宗派なんです。そもそもそのタイニン派を作った人たちというのが知識階級であると
か、地主などの資産家階級なんですね。そういった人たちが創設時に土地を寄付したり、私財を投げ
打ってこういった施設を作ったわけです。海外へ出ていった越境からも海外から送金があると聞きま
す。そういった資金獲得を背景にして、組織の活動が展開しているといえます。タイニン派に限って
は非常に潤沢な資金があると思われます。現在でも、政府の許可が取れたらですけれども、新たな宗
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教施設を作ったりしています。聖室レベルでも、豪華絢爛な施設を作っていたりします。
〈杉井〉 お金持ちの本山がハノイ聖室以外にも、いろんなところに聖室を持ち、必要があればそこに
お金を出している。でも、そこに暮らしているような人たちは、それこそ爪に火をともすような生活
で、ぜんぜんお金を使わない。
〈伊藤〉 そうですね。はい。ただ、ハノイ聖室の場合は、ホアの価値観によって統制されていた側面
があったので、質素倹約が顕著に表れていたといえます南部地域に行くと信者数も多いですし、出家
者数も多いので、彼らの生活というのはホアさんの様子とはまた違っています。宗教施設内に個別の
部屋をもっていて、個人所有のテレビがあったりですとか、十分な設備が整った状況の中で、出家者
としての生活を送っています
〈杉井〉 やっぱりハノイの女性たちの方が、その分、自分で生活しているのですね。
〈伊藤〉 はい。
〈八木〉 ハノイ聖室はカオダイ教の中でかなり特殊なのがわかりますね。
〈伊藤〉 はい。とても特殊です。
〈八木〉 やはりホアさんという人物の影響がかなりあるのでしょうか。
〈伊藤〉 大きかったと思います。かなり私個人の主観的な分析もあるのですが、彼女は非常にカリス
マ性があるというか。聖室の外部にしても、集まってくる信者の生活にしても、ホアの周りはかなり
グローバル化が進んでいて、消費文化がどんどんどんどん進行してきているわけですよね。在家信者
の生活もどんどん変化していく中で、ホアさんの生活は一向に変わらなかったんですね。もちろん変
わらなかったというと、語弊があるかとは思うのですけれども、物質的な面に限っては本当にわたし
が調査しだしてからほとんど変わらなかったです。それで、そういった彼女の「厳格さ」みたいなも
のに惹かれてくるシングル女性というのも、やっぱりいました。ホアさんが亡くなって以降、顕著に
世俗化が進んで、例えば儀礼のあとにビールが出されたり施設内にエアコンが入ったり、テレビが入
ったり、ハノイ聖室の中がガラッと変わってしまったんですよ。そういうのを毛嫌いして一線引き始
めている人たちがいます。
〈富永〉 別な言葉でいうと反近代化というか、文明を拒否しているというか。
〈伊藤〉 出家者ですので、ただ厳格に出家生活を守っているといってしまえばただそれだけのことだ
と思うのですけれども、ただ、その少なくとも現在のベトナムの社会的な状況ですとか宗教的な側面
を見たとしても、稀有な事例だったのではないのかなと思っています。
〈八木〉 ホアさんと同じくらいの年代の女性たちの集まりだったんでしょうね。
〈伊藤〉 そうです。60歳代以上の女性が多かったので。
〈八木〉 最近、そういうシスター・フッドみたいな研究ね、教え子の菅野美佐子もやっていますが、
最近、すごく流行っていると思います。今後、世代交代したり、トップが変わったときに、どのよう
な親密圏が維持されるのかということも興味深いですね。
〈伊藤〉 だんだん高齢者も亡くなっていくという現実的な問題があって、この若い世代がどうこれを
引き継いでいくのかというのは私的には非常に面白いところなのですけれども。
〈八木〉 今のうちにいろんな話を聞いていた方が、いい話がとれますね。その人たちの世代しか経験
――
していないところを聞いておくというのは大事かと思います。私もチラチラッと聞いていますけれ
ど、インド研究でも、今、高齢者の研究が始まっています。それから、今日は、社会的ネットワーク
の話だったと思うんですけれど、シングル女性も、全く家族と離れているわけではないので、その辺
もやっぱり見ていかないといけないかなと思います。先ほど自立しているという話もしていましたけ
れど、この人たちはどうやって食べているのかな、とか。
〈伊藤〉 そうですね、はい。
〈八木〉 そういう関係性も完全に別じゃない方がいい、見ていく必要があるんじゃないかなと思いま
した。
〈伊藤〉 おっしゃる通りだと思います。
〈八木〉 他に質問がありますでしょうか。まだ、いろいろ質問があると思うのですけれども、多分、
次の松前さんの発表とも重なるところもあると思うので、一度ここで終わらせたいと思います。どう
も有難うございました。
〈伊藤〉 有難うございました。
